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　　推進の背景と問題点

　ウェルビーイングは学校制度だけでな
く、社会的な階層、ジェンダーや近代的
な家族規範といった社会の側の状況に
よってある程度規定されます。それにも
かかわらず、幸福度調査の指標になり、
自身がどう幸福と考えるかで測られてし
まう現状があります。
　また、個々の子どものウェルビーイン
グは測定しなくても、経済的に困窮して
いる家庭の子どもは経済政策や強力な
再配分がなければ本人の幸福感はマイ
ナスに傾きます。そもそも子どもたちは
自己責任論や能力主義化する社会の中

で自分に対して責めが向いています。性
的マイノリティやシングル世帯の子ども
たちは特に近代的な家族規範に苦しめら
れています。

　　「支援」によるウェルビーイング

　子どもをめぐる世の中の状況を見渡し
た時に、経済的困窮や経済格差は2010
年以降急激に拡大していますが、これを
「支援」で対処しようとする動きがありま
す。
　イギリスでは、いわゆる「ヤングケア
ラー」について、当事者家族の困難をケ
アせずに、視点をずらして政策的なア
ピールに使っているという研究がありま

した。困難な状況を課題化し
て支援しようという話になり、
本質的な問題を見ず、まず支
援する、それにより個人のウェ
ルビーイングを向上させるとい
う方向に向けられていることが
大きな問題だと思います。

　　経済界の思惑・構造的課題

　2021年の中教審では令和の日本型教
育として「個別最適な学び」が強調され
ました。個別最適というのは 世界銀行
から生まれた経済用語で、個人に最適な
在り様をデザインしてより生産的になる
ようにとした言葉です。OECDではウェ
ルビーイング を生徒が幸福で充実した
人生を送るために必要な心理的、認知
的、社会的、身体的な働き、潜在能力と
定義しています。私は2014年と2016年
に OECD の雇用と学校教育の研究ミー
ティングに日本から参加しましたが、
OECD 側が専ら個人の能力を伸ばすこ
とを主張することに対して、特にヨー
ロッパの研究者は非常に強い言葉で批
判していました。
　私もOECDは大きな企業体ですから、
個々の企業が労働者に分配率を確保し
て安定した働き方ができることが充実し
た人生を送るために必要なのに、なぜ個
人の問題、教育の問題にするのかと指摘
したことを覚えています。
　潜在能力が新自由主義的に使われて
いることは、潜在能力アプローチを示し
た経済学者アマルティア・センの便利使
いではないかと考えています。センは大
飢饉時、困窮した人たちが先に亡くなっ
ていくことを目の当たりにし、個々の潜
在能力が奪われているから社会的な対
策が必要だと述べたのですが、残念なが
らこの考え方は国家と資本にとっては個
人の問題にすることで非常に都合がよい
というように使われてしまいました。
　イギリスでもすべて個人に力をつける

よう政策が展開され、競争とか問題は社
会の仕組みや階層にあるのではなくて、
子どもや家族や学校現場が問題だと捉
えられました。私は「責任のダウンロー
ド」と言っています。学校現場はより多
忙になり、教職員はより子どもたちをケ
アしないといけなくなり、家庭では様々
な仕事が増え、それにもかかわらず子ど
もたちをケアする経済的な余裕がなくな
るから親たちは仕事を一生懸命して、
パートにも出て、年収の壁といわれる税
金のジレンマにぶつかる、といった構造
的な課題がウェルビーイングとは繋がっ
ていると考えています。

　　多義化するウェルビーイング

　「自己責任で暮らしをよくしましょう」
というウェルビーイングは、こうすれば、

潜在能力を平等に与えることになります
よというふうに翻訳されていきます。
　昨今の例でいえば 広告会社がウェル
ビーイングはカネになると新聞社と一緒
にウェブサイトをつくり、ウェルビーイ
ングを高めるために様々なプログラムを
つくっていく、ということを述べていま
す。困ったことにウェルビーイングの
チェックリストを設けて、どんな困難が
あっても乗り越えていくことが目指され
る例もあります。
　これほどまでにウェルビーイングの使
われ方は個人化されていますが、もとも
とセンは個人の幸福ではなくてそれが阻
害されている状況を問うたのだ、という
ことを意識してほしいと思っています。

　　どう向き合うか

　私は、1人の子どもが人的資本になっ
て頑張るというネオリベラリズムを背景
としたウェルビーイング的な支援が現代
社会を支えていると思います。ちょうど
昨日も大阪市の釜ヶ崎でホームレス支援
をしている人たちから「支援をし続けて
いるが、この支援が現状を補完している
のではないか、悩ましい」との話を聞き
ました。
　学校が子どもたちも教職員も自由で伸
びやかな場であるためには子どもの問題
とか指導力といった個別が問題ではあり
ません。経済的なものと経済的ゆえに文
化的に女性や子どもや教職員のあるべき
像という呪縛から解放され、能力や暮ら
しの共同性に気づいていくというのが
ウェルビーイングの今のジレンマから少
し次に行ける希望かなと思っています。

ウェルビーイングと、
私たちはどう向き合うか

関西学院大学人間福祉研究科教授 桜井 智恵子

『教育は社会をどう変えたのか―
個人化をもたらすリベラリズムの暴力』 

2021・明石書店

関西学院大学人間福祉学部人間福
祉研究科教授。専門は教育社会学、
社会思想史。川西市子どもの人権オ
ンブズパーソン代表などを経て、尼崎
市子どものための権利擁護委員。主
な著書に『教育は社会をどう変えたの
か―個人化をもたらすリベラリズムの
暴力』（2021・明石書店）

教育振興基本計画(第4期)では、将来の予測が困難なVUCAの時代、少子高齢化、低い労働
生産性、学ばない社会人、国や社会に対する意識の低下などの「社会の現状と変化」に対する
ものとして「持続可能な社会の創り手の育成」と「日本社会に根差したウェルビーイングの向
上」をコンセプトとして掲げました。果たしてウェルビーイングとは、教育現場への福音となる
のでしょうか。

Sakurai Chieko
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『社会的共通資本』 
宇沢弘文、岩波書店

『ゼロからの「資本論」』 
斎藤幸平、NHK出版

『学校で育むアナキズム』 
池田賢市、新泉社

K4K3

　「ウェルビーイング」は、どのような背景、意図、文脈で用
いられているかによって多義的であるように感じています。桜
井氏の取材から、ウェルビーイングの広がる背景などの様々
な思惑、これを無批判に受け入れることの危険性を感じまし
た。ここでは、このような形の見えにくいウェルビーイングに
ついて、家庭科としてどのような視点を投げかけるか、その一
つの視点を示せたらと思っています。
　家庭科の教科書には「支援」が多出しています。それは実
生活において「支援」なく生活は成り立たないという現状があ
るからです。家庭科にかかわる私たちはよかれと思い好意的
に「支援」を考え、生徒に考えさせようとしてきました。しか
し、本質的なことや根本的な問題をみようとせず、構造的にと
らえず、「できる支援を考える」とすることは、対処療法的な
対応に過ぎないと思っています。「支援」を無自覚に推奨する
ことは、意図せずとも個人の問題に焦点化するウェルビーイン
グを支える役割を果たしてしまうのではないか、その問題点に
自覚的でありたいと思います。

　教育振興基本計画（第4期、2023年）などでは、“日本社会
に根差した” ウェルビーイングや、“日本発” の「調和と協調
に基づく」ウェルビーイングが喧伝されていますが、“日本社
会に根差した” や “日本発” などが冠されるときには注意した
いものです。そのような言葉が用いられるときには、かつての
「日本型福祉」のように根拠や論理に立脚したものでないおそ
れがあるからです。

　前述したとおり多義的な「ウェルビーイング」に対し、私た
ちはどう向き合うとよいのでしょうか。少なくとも個人に焦点
化したウェルビーイングに陥らないために三つの視点を挙げ
たいと思います。（これらは相互に関連していて、「個人」に対
して「社会」の側に焦点を当てたウェルビーイングを「社会的
ウェルビーイング」としておきます。）
・根本的問題や社会構造を問う。
・背景にある社会のしくみや構造を分析し、批判的に思考し
ながら制度や法、つまり社会を変えていく市民性（シティズ

ンシップ）を育む。
・家族や子育てに関する言説、規範、あるべき像、思い込み
を問い、呪縛から解放する。
　この視点から、例えば次のような問いについて考えてみた
いと思います。「住まいは人権」について、すべての人にとっ
て人権が満たされる住まいとはどのようなことだろうか。その
ためには現在の日本では何が足りないのか、どのような考え
方や社会のしくみが必要だろうか。経済評論家の内橋克人は、
食料（F）・エネルギー（Ｅ）・ケア（Ｃ）の自給自足圏の形成が「生
きる」「働く」「暮らす」の統合体としての生存条件を目指すと
唱えています。それはどのようなことか、どうして必要なの
か、どうすれば可能なのだろうか。「支援」を講じながらも児
童虐待が減らないのはなぜなのか、結果として虐待をしてし
まった親たちにはどのような背景があるのか、模範的母親で
あろうとすることと虐待とはどのような関連があるのか。など
問いは尽きません。
　このような学びの広がりを見てのとおり、家庭科だけでは
できる学びではなく、また、教師が答えを持ち得ているわけで
はないかもしれません。ウェルビーイングを考えるとき、教師
は生徒とともに考える姿勢でよいのではないかと思います。

　ウェルビーイングを考えるための根本的な問題には、社会
のあらゆる面が経済成長モデルを前提とした資本主義の原理
でつくられているというところにも着目したいところです。終
わりのない利潤競争と過剰消費を煽り、無限の資本蓄積を目
指すそれは、学校では、「個に力をつけさせる」という能力主
義とつながり、生産的な人間を育てることが主眼となってし
まっているのではないでしょうか。
　一方で、政治学や経済学などからは、資本主義の見直しが
言われています。例えば、ナンシー･フレイザーは、資本主義

という“制度化された社会秩序”が、人種差別や再生産（ケア）
の危機（ジェンダー支配)、自然環境の破壊、政治能力の危機
（民主主義の破壊）を、相互に関連させながら構造的に起こし
ている（「資本主義は私たちをなぜ幸せにしないのか」筑摩書
房）と指摘しています。
　では、だれもが自由で安心して自分の暮らしをつくっていけ
る土台としての「社会的ウェルビーイング」を満たすにはどの
ような社会秩序、社会体制を構築していけばよいのでしょう
か。大きすぎる課題であり、答えは1つではありませんが、
キーワードには、脱経済成長、循環型、連帯･協同･共同、相互
扶助･共生、人権･人間尊重、市民参画、ケア、生活の質、多
様性、安心･安全、信頼関係、民主主義などが考えられます。
これら一つひとつは挙げてみれば当たり前のことです。その当
たり前が当たり前でなくなっていることに、今日の問題があり
ます。これらは家庭科で取り上げることが多いテーマ・内容で
す。
　本稿で書いたことはすぐに授業に反映できることではない
かもしれませんが、問題の本質や背景を認識し、問題意識を
もって日々の教育実践に取り組んでいきたいと思います。暮ら
しや雇用の構造を問い、ひも解き、それらを少しでも指導に反
映させていくことが求められるのではないでしょうか。

綿引 伴子
Watahiki Tomoko

T O P I C

ミツメル

「支援」再考1

問題の本質は？3

個人に焦点化した
ウェルビーイングに陥らないために2

家庭科教育学を専門とする。著書に「生活からはじめる 教育－コ
ロナ禍が教えてくれたこと－」開隆堂（共著）、「求められる家庭科の
変革－高校家庭科教科書の検討から－」ドメス出版（共著）など。

金沢大学人間社会研究域学校教育系教授

家庭科でウェルビーイングを
どうとらえるか

『ウェルビーイングな社会をつくる:循環型共生社会をめざす実践』 
草郷孝好、明石書店

『浪費なき成長』『もう一つの日本は可能だ』 
内橋克人、光文社

これからの社会を考えるときに参考になる書籍を紹介します。
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Canvaの共同編集機能を
使い班ごとにレシピを考案
した。レシピの付箋には
マークをつけ、ひと目でどの
視点からのアイデアかがわ
かるようになっている。

付箋につけたマーク

協力・協働の視点 伝統文化の視点 安全の視点 快適（便利）の視点 見た目 健康の視点 環境の視点

「ウェルビーイングクッキー」の
ねらいと背景について

　本校では「ウェルビーイング」をキー
ワードに研究活動を進めており、私も家
庭分野の視点からどのようにアプローチ
できるかを考えていました。その中で、
他者とかかわり合いながら生活すること
を学ぶといった家庭分野の特徴をいかし
て、他者や社会とのつながりを意識する
機会をつくりたいとの結論に至りました。
このような思いから、これまでの調理実
習では、決められたレシピを基に実習を
行ってきましたが、本実践では自分自身
のためだけではなく、他者である「誰か」
のためにレシピを考えることにしました。
　実践では、そのレシピが「健康面」「環
境面」「誰かを思いやる要素」を備えて
いるかどうかを生徒が互いに評価し合う
活動を行いました。例えば、「アレル
ギーに配慮するにはどうしたらよいの
か」「フェアトレードのチョコレートを使
うべきか」といった議論を交わしながら、
それぞれのレシピを生成AI Geminiから
アドバイスを得るなどしてブラッシュ

アップしていきました。
　なお、レシピを評価するときは、味だ
けでなく「栄養バランス」「環境保全」「多
様な食文化の尊重」などの視点を取り入
れました。

様々な視点と
最適な意思決定について

　家庭分野ではまずは、自分自身の幸せ
や健康を考えることが重要だと思ってい
ます。その上で、例えば、「商品のてまえ
どりはすべての人にとって有益か？」と
いった問いを通しては、自分にとっての
最適な選択が必ずしも他者にとってもよ
いものとは限らないことを意識し、自分
と社会のジレンマに気づき、バランスを
考えながら意思決定を行うことが求めら
れます。
 　そこで、社会とのつながりを意識した
持続可能な社会づくりを目指せたらと思
い、「環境」「経済」「社会」の三つの視
点も取り入れました。今回の授業を通じ
て、生徒たちが自分の選択の影響を多角
的に考え、最適な意思決定ができるよう
になってほしいと考えました。

実践をふり返っての課題と
今後の展望

　ふり返ると、子どもたちが「食を選ぶ
ことの責任」と「他者を思いやることの
大切さ」を実感する場面が多くありまし
た。しかし、課題も見えてきました。そ
れは、「ウェルビーイング」の考え方を1
年生や2年生の段階から伝えていくこと
です。例えば、1年生のうちから「3年生
でこのプロジェクトを行う」と予告する
ことで、学びの積み重ねをより意識でき
るのではないかと考えています。
　子どもたちがよりよい生活を営むため
の力を身につけ、社会とつながる経験を
重ねていけるよう、今後も実践を続けて
いきたいと思います。

誰かのためのウェルビーイング
クッキーをつくろう

以前の調理実習ではクッキーの試食ができな
かった“乳アレルギーのクラスメイト”のために、質
問を重ね安全に食べられるレシピを考えている。

持続可能な社会の
構築の視点

持続可能な社会の構築の視点で意思決
定をするためには、「環境」「経済」「社
会」の三つの側面と、家庭分野における
「見方・考え方」を組み合わせた“バランス
の取れた視点”の構築が必要である。

協力・協働

健康・快適・安全

生活文化の継承・創造

持続可能な社会の構築

環境

経済 社会

岡山大学教育学部附属中学校

川上 祥子

家庭分野の目標は「よりよい生活の
実現を目指すこと」であり、それはま
さにウェルビーイングに通じると思っ
ています。今回の授業では、一度調理
実習でつくったことのある「エンドレ
スクッキー」を基に、アレンジレシピを
自分なりの目的をもって他者のため
に考案し、それを生徒同士が互いに
評価し合いました。3年間の学びの集
大成として、生活の中で多様な視点
をもち、意思決定を行うことの大切さ
を実践的に学ぶことを期待しました。

ジッセン

中学校

Kawakami Sachiko

C A S E

複数の見方・考え方をはたらかせた
よりよい生活の実現に向けて
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I TEM _02

I N F O R M A T I O N

ヒロガル

ナッジ理論から

生活をよりよく

　脱炭素・SDGs  推進省エネ教育プログラム
「サステナッジ教育」が令和6年度気候変動ア
クション大賞（普及・促進部門緩和分野）を受
賞しました。ナッジとは、英語で「軽くつつく、行
動をそっと後押しする」という意味。ビジネスで
は「経済的なインセンティブや行動の強制をせ
ず、行動変容を促す戦略・手法」を指します。こ
のナッジ理論を家庭での省エネ行動に生かし
たのが「サステナッジ教育」。自発的で、かつ、
継続した省エネ行動が身につくことが評価され
ています。

遊びから広がる

家庭科の学び
地球温暖化・沸騰化問題に対し、
より一層家庭での省エネ、

CO₂の削減が求められています。
日常生活の中の「省エネ行動」にふれることで、
生活を改善する意識を養う教材を紹介します。

監修 ： 省エネ教育プログラム検討委員会

ページ数 ： 132ページ

定価 ： 3,080円（税込）

今
日
か
ら
は
じ
め
る

省エネ教育

省
エ
ネ
か
る
た

ウルトラ

　「家で過ごす」「家事をする」「料理を
つくる」「バスルーム・トイレを使う」「買い
物をする」の5つの生活シーンでできる
70項目の省エネアクションをかるたの札
にしました。日常生活ですぐに取り入れ
られるものや、家族と協力して取り組む
ことができるものなど、多様な省エネアク
ションをかるた遊びを通じて楽しく知るこ
とができます。

監修 ： 東京ガス株式会社　都市生活研究所

内容 ： 絵札・読み札 各72枚（うち白札各2枚）、

　　　説明書1枚　

定価 ： 2,310円（税込）

Get Here!
Get Here!
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Q1 なぜウェルビーイングが
注目されているの？

日本は課題先進国といわれます。貧困、災害、人口減少、不
登校など課題は多岐にわたります。日本は、GDPを高めること
で生活が豊かになると考えてきました。しかし、経済成長だけで

は幸せになれないことがわかり、心の豊かさに幸せを求めるようになりまし
た。学校教育においても、助け合いや幸せになる力を育むことが求めら
れ、ウェルビーイングが強調されるようになりました。

A.

今号のテーマ

ウェルビーイングと
家庭科教育

国民の幸福度調査結果は、10点満点中平均6.41点です（2011）。幸
福の感じ方は人それぞれですが、6割以上の人が「健康」「人間関係」
「経済基盤」を要素に判断しています。また、世界幸福度調査では、日本
は平均6.14点で147か国中55位です。この結果をどう考えますか。

ウェルビーイングって
わかるようでよくわからないなぁ…
家庭科とどう関連するのだろう？

011（231）0403
022（742）1213
052（908）5190
06（6531）5782
092（733）0174

A

Q&A

Q3 家庭科教育とどう関連するの？

ウェルビーイングは暮らし方改革です。誰もが安心して人間ら
しい生活ができ、多様性を大切にし、環境と共存する持続可
能な社会づくりに家庭科の力は大きいです。経済成長のため

の人材育成ではなく、生きる主体として、人間生活の豊かさとは何かを考
え、生活者の視点から社会のあり方を問い直す学びです。家庭生活を起
点に、自分が守られてきたこと、暮らしはつながっていることがわかり、今
の社会で大丈夫なのかとはたらきかける子どもたちを育みたいです。

A.A

Q2 ウェルビーイングって
どういうこと？

WHOは、「肉体的にも精神的にも社会的にも満たされた状
態にあること」と定義しています。第４期教育振興基本計画で
は、教育を通して自己肯定感などの能力と利他性などを一体

的に育むことを目標としました。ウェルビーイングが目指すのは、自助努力
や自己責任で対処するのではなく、自分の可能性を伸ばし発揮できる社
会、生き辛さの根本原因に目を向ける社会です。憲法第25条「すべての
人が健康で文化的な生活を営むことができる」社会の実現です。

A.A

Q4 授業では何が大事？

子どもの生活意識や課題を明確にし、どう暮らすかを問いなが
ら課題解決や価値探究を行います。生活の持続可能性を具
体的に探りながら、地域や社会にも目を向け､生活主体として

の行動変容を促します。これがウェルビーイングな暮らしへのプロセスとな
るのではないでしょうか。家庭科は多様性や失敗を大事にし、そこから生
活をみる視点を広げます。何でも自分でするのでなく人に助けを出せるの
が自立です。自由に対話し、安心して学ぶことから始めたいです。

A.A

勉強していい大学に入って、
そしたらいい仕事につけるやんか。
けど…子ども時代にこんなに

勉強ばっかりしてて、いいんかな？
（桜井智恵子「子どもの声を社会へ」より）

先生方の疑問を募集中！

「Q&A」では、授業づくりや教育現場での工夫について、先生方
の疑問・お悩みを募集しています。ぜひお気軽にご質問ください。

次回のテーマは

「食と農業」
ご質問の
応募はこちら！
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